
第
72
回
写
真
道
展
に
向
け
て

�

審
査
委
員
長
　
大
崎
　
和
男

窓
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
印
象
」
そ
れ
ぞ
れ
5
回
、

「
広
尾
線
」
10
回
、
北
海
タ
イ
ム
ス
「
あ
ゆ
み
」

15
回
、
十
勝
毎
日
新
聞
「
驀
進
」
15
回
、
日
刊
ス

ポ
ー
ツ
「
東
北
海
道
の
旅
」、
な
ど
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
月
刊
ダ
ン
・
帯
広
市
民
文
芸
・
清
水

文
協
文
芸
・
新
得
町
民
文
芸
・
月
刊
「
食
と
安

全
」
の
グ
ラ
ビ
ア
・
北
海
道
撮
影
社
「
蒸
気
の

詩
」・
読
売
新
聞
、
東
北
海
道
新
聞
、
ミ
ノ
ル
タ

フ
ォ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
・
時
田
則
雄
歌
集
「
ペ
ル
シ
ロ

ン
」
な
ど
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ふ
る
さ
と
の
ア
ル
バ

ム
」「
然
別
湖
の
夏
」「
さ
よ
う
な
ら
Ｓ
Ｌ
」「
あ

あ
Ｓ
Ｌ
」「
ひ
ざ
く
り
げ
」「
北
の
夏
・
私
と
ト
ム

ラ
ウ
シ
」「
緑
再
び
富
村
ダ
ム
」「
ぐ
る
ー
と
道
東

（
廃
線
）」、
民
放
は
「
思
い
っ
き
り
テ
レ
ビ
」

「
ダ
ー
ツ
の
旅
」「
Ｕ
型
テ
レ
ビ
」
他
。

　
作
家
は
発
表
し
て
な
ん
ぼ
の
世
界
で
す
。
発
表

な
け
れ
ば
意
義
が
な
い
と
、
30
年
以
上
前
か
ら
毎

年
個
展
を
開
き
続
け
て
い
ま
す
。
加
え
て
絵
画
は

じ
め
造
形
・
文
筆
な
ど
で
空
間
芸
術
・
時
間
芸
術

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
色
々
な
経
験
を
活
か
し
た
結
果
、
写
真
の
良
さ

は
一
瞬
間
の
芸
術
と
記
録
性
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
体
験
を
糧
に
応
募
作
品
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
ミ
ク
ロ
の
世
界
か
ら
宇
宙
の
世
界
ま
で

幅
広
い
も
の
で
す
。
カ
メ
ラ
の
性
能
は
よ
く
な
り

Ａ
Ｉ
も
加
わ
り
写
真
表
現
も
様
変
わ
り
し
て
、
写

真
芸
術
は
感
性
を
ど
う
表
現
す
る
か
が
課
題
で
す
。

　
1
部
、
自
由
は
楽
し
く
て
面
白
い
、
物
語
性
が

あ
り
五
感
に
伝
わ
る
も
の
を
、
ま
た
創
造
性
・
独

創
性
の
空
間
・
時
間
芸
術
の
狭
間
の
作
品
を
期
待

し
ま
す
。

　
2
部
、
観
光
・
産
業
は
既
存
の
観
光
地
の
絵
葉

書
的
で
は
な
く
、
発
想
の
転
換
で
捉
え
た
も
の
を

求
め
ま
す
。
ま
た
開
発
や
自
然
災
害
な
ど
日
本
の

取
り
巻
く
状
況
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

　

3
部
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
は
道
内
の
動
物
は
限
ら

れ
、
見
慣
れ
た
も
の
が
多
い
の
が
弱
さ
を
感
じ
ま

す
。
図
鑑
や
先
人
た
ち
の
真
似
事
で
は
二
番
煎
じ

に
な
り
ま
す
。
環
形
動
物
や
朽
ち
て
い
く
姿
な
ど

自
然
界
の
営
み
に
生
命
力
や
神
秘
的
な
現
象
を
望

み
ま
す
。

　
4
部
、
学
生
ら
し
い
冒
険
性
の
あ
る
奇
抜
な
表

現
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
眺
望
も
大
切
で
す
が

身
の
回
り
の
小
さ
な
光
景
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で

す
。
色
々
な
発
見
が
あ
り
そ
の
感
動
を
大
切
に
し

て
感
性
を
磨
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
作
品
は
Ａ
Ｉ

時
代
、
カ
メ
ラ
機
能
に
頼
っ
て
の
表
現
は
曖
昧
に

感
じ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
な
り
何
百
枚
も

撮
り
選
ぶ
の
に
難
儀
し
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
部
門
に
言
え
る
こ
と
は

応
募
作
品
の
「
注
意
事
項
」
を
よ
く
読
み
新
し
い

感
覚
で
五
感
を
大
切
に
感
性
豊
か
な
作
品
の
応
募

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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八
月
の
あ
る

昼
下
が
り
会
長

の
西
澤
さ
ん
・

副
会
長
の
田
本

さ
ん
か
ら
第

七
十
二
回
写
真

道
展
審
査
委
員
長
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
役
、
私
で
い
い
の
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
大
船
に
乗
っ
た
気
持
ち
で
快
く
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
自
分
の
こ
と
で
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
経
歴
を

記
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
顧
み
る
と
写
真
は
昭
和
32
年
か
ら
始
め
て
数
え

る
こ
と
67
年
に
な
り
ま
す
。
敗
戦
後
、「
贅
沢
は

国
民
の
敵
」
と
言
う
名
残
が
あ
り
カ
メ
ラ
は
高
価

な
も
の
で
直
ぐ
に
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
写
真
の
原
点
、
現
像
・
焼
き
付
け
な
ど

暗
室
作
業
を
近
く
の
カ
メ
ラ
店
で
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
は
ま
だ
現
像
液
は
瓶
を
使
い
竹
で
作
っ

た
小
さ
な
梯
子
に
、
フ
イ
ル
ム
を
巻
き
付
け
て
沈

め
る
方
法
で
し
た
。

　
後
に
皿
現
像
・
タ
ン
ク
現
像
に
な
り
現
像
液
や

停
止
液
・
定
着
液
は
少
量
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
年
後
、
少
し
貯
め
た
前
金
と
月
賦
払
い
で
買

う
こ
と
が
で
き
、
友
達
の
影
響
で
写
真
表
現
に
徹

し
よ
う
と
考
え
て
テ
ー
マ
を
決
め
撮
り
続
け
ま
し

た
。

　
長
い
間
、
続
け
て
い
る
と
白
羽
の
矢
が
立
つ
も

の
で
、
北
海
道
新
聞
の
連
載
「
十
勝
川
源
流
・
裏
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第
72
回
写
真
道
展
を
成
功
裡
に

�

実
行
委
員
長
　
白
鳥
　
敏
昭

　
写
真
道
展
は

今
回
で
72
回
目

を
迎
え
ま
す
。

全
国
公
募
展
で

あ
り
数
多
く
あ

る
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
中
で
も
長
年
に
渡
り
道
民
の
皆
様
の
目
標

と
さ
れ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
発
展
し
て

参
り
ま
し
た
。
高
い
意
識
の
中
か
ら
は
過
去
に
お

い
て
素
晴
ら
し
い
写
真
が
出
展
さ
れ
多
く
の
優
秀

作
品
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
近
年
応
募
点
数
の
改
定
等
も
あ
り
、

応
募
の
増
減
は
多
少
あ
り
ま
す
が
、
今
回
も
各
部

門
に
お
い
て
撮
影
者
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
力
強

い
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
様
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
一
般
的
に
芸
術
と
言
わ
れ
る
、
絵

画
、
書
道
と
比
べ
て
そ
の
手
段
と
な
る
撮
影
機
材

が
高
く
、
近
年
は
さ
ら
に
そ
の
開
発
競
争
に
よ
り

高
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
レ
ン
ズ
や
現
像

ソ
フ
ト
、
ス
マ
ホ
撮
影
と
多
岐
多
様
な
写
真
の
道

が
開
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
写
真
の
裾
野
は

格
段
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
作
品
と
し
て
の

写
真
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
実
感
致
し
て
お
り
ま

す
。

　
写
真
道
展
（
部
門
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
制
限

は
あ
り
ま
す
が
）
は
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
限
り

カ
メ
ラ
機
能
を
使
っ
た
全
て
の
手
法
の
写
真
を
受

け
入
れ
、
よ
り
優
秀
な
作
品
、
時
代
に
即
し
た
斬

新
な
作
品
の
応
募
に
門
戸
を
開
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
写
真
道
展
の
入
賞
・
入
選
の
喜
び
を
感
じ
、

長
く
写
真
を
趣
味
と
し
て
続
け
て
頂
き
た
い
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
写
真
は
「
新
た
な
発
見
と
表
現
の
世
界
」
と
も

言
わ
れ
芸
術
の
分
野
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
た

め
に
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
己
の
感
性
を
磨
く

よ
う
日
々
研
鑽
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
大
事
な
事
と

思
い
ま
す
。
一
台
の
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
時
に
、

そ
の
カ
メ
ラ
の
機
能
を
十
分
に
理
解
し
、
し
っ
か

り
と
腰
を
据
え
自
分
の
感
性
で
と
ら
え
た
一
瞬
を

切
り
取
り
渾
身
の
一
枚
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
一
段
落
し
た
よ
う
な
し
な
い
よ
う
な

状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
前
年
を
上

回
る
応
募
数
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
各
支
部

会
員
の
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
全
員
の
応
募
を
お

願
い
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
今
回
応
募
の
画
角
に
も
若
干
の
改
定
を
加

え
て
時
代
に
即
し
た
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
既
に
ご
承
知
と
は
思
い
ま
す
が
募
集
要
項
を

熟
読
の
上
、
1
部
自
由
・
2
部
観
光
産
業
・
3
部

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
4
部
学
生
の
各
部
門
を
間
違
え
な

い
よ
う
に
ご
確
認
下
さ
い
。
類
似
作
品
・
二
重
応

募
に
も
ご
注
意
下
さ
い
。

　
今
後
さ
ら
に
道
展
を
発
展
さ
せ
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
各
支
部
長
さ
ん
に
は
ご
苦

労
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
貴
支
部
内
は
勿
論
の

事
、
貴
市
町
村
の
写
真
グ
ル
ー
プ
に
も
お
声
が
け

頂
き
ま
し
て
ご
助
力
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
支
部
会
員
の
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
全
員
の
応

募
を
お
願
い
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
72
回
写
真
道
展
巡
回
場
所
と
日
程

名
寄　
名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�

２
０
２
５
年
5
月
9
日
～
5
月
18
日

羽
幌　
羽
幌
町
立
中
央
公
民
館

�

6
月
14
日
～
6
月
18
日

苫
小
牧　
苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

�

6
月
27
日
～
6
月
29
日

釧
路　
釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

7
月
16
日
～
7
月
20
日

三
笠　
三
笠
市
民
会
館

�

8
月
9
日
～
8
月
11
日

旭
川　
旭
川
市
民
文
化
会
館　
大
展
示
室

�

9
月
17
日
～
9
月
21
日

北
見　
北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

�

10
月
23
日
～
10
月
28
日

函
館　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル

�

11
月
20
日
～
11
月
23
日

網
走　
網
走
市
立
美
術
館

�

12
月
27
日
～
1
月
18
日

驀ば
く

進し
ん

写
歴

北
海
道
写
真
道
展
審
査
会
員

第
26
回
学
生
写
真
道
展
審
査
委
員
長

ば
ん
え
い
十
勝
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
長
4

回
秩
父
別
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
長
2
回

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

委
員
長

Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
長

元
北
海
道
写
真
協
会
副
会
長�

�
�

（
２
０
１
６
年
5
月
～
２
０
１
８
年
5
月
）

著
書
等

写
真
集
「
Ｓ
Ｌ
」、
コ
ラ
ム
「
歩ポ

っ
歩ポ

」

コ
ラ
ム
・
詩
「
風
趣
」、
詩
「
詩
思
」

発
行
人　
大
崎
松
霞
遺
句
集
「
牛
歩
」

大
崎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
宰

北
海
道
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
（
帯
広
）
絵
画
・
写

真
専
任
講
師

写
真
ス
タ
ジ
オ

写
真
協
会
「
功
労
賞
」「
協
会
賞
」
受
賞

十
勝
文
化
団
体
協
議
会
文
化
賞

北
海
道
新
得
町
文
化
奨
励
賞
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【
魔
法
の
煌
め
き
】

�

奈
良
　
美
弥
子

　
「
も
う
少
し
こ
の
場
所
に
い
た
い
で
す
」

　
写
真
を
初
め
て
間
も
な
い
頃
、
よ
く
撮
影
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
時
の
お
話
で
す
。

　
２
０
０
２
年
1
月
下
旬
の
未
明
、
3
名
で
上

富
良
野
町
・
千
望
峠
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
写
友
2
名
は
、
美
馬
牛
小
学
校

の
所
に
行
こ
う
か
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
『
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
上
に
冷
え
て
、
良
く
晴
れ

て
、
風
の
無
い
早
朝
、
見
下
ろ
せ
る
と
こ
ろ
…
』

　
著
名
な
写
真
家
が
何
か
で
記
さ
れ
て
い
た
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
の
サ
ン
ピ
ラ
ー
現
象
の
条

件
と
ぴ
っ
た
り
の
そ
の
朝
、
初
め
て
私
が
主
張

し
た
言
葉
で
し
た
。「
ん
？
」
と
何
か
を
感
じ

ら
れ
た
の
か
、
師
と
仰
ぎ
今
で
も
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
未
熟
な
私
の
言
葉
に
も

「
Ｏ
Ｋ
」
と
快
諾
く
だ
さ
り
、
そ
の
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

機
材
も
ま
だ
揃
っ
て
い
な
い
私
は
、
お
借
り

し
た
マ
ン
フ
ロ
ッ
ト
の
頑
丈
な
三
脚
と
、
ま
た
こ

れ
も
お
借
り
し
て
い
た
望
遠
レ
ン
ズ
で
撮
影
し

た
作
品
が
、
初
め
て
応
募
し
た
写
真
道
展
で
三

席
に
入
賞
し
ま
し
た
。
魔
法
使
い
の
杖
か
ら
魔

法
の
金
粉
を
振
り
か
け
ら
れ
た
私
は
、
フ
ィ
ル

ム
の
ス
リ
ー
ブ
を
眺
め
な
が
ら
『
こ
れ
か
ら
き

ち
ん
と
写
真
や
自
然
風
景
と
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
』
と
、
気
持
ち
が
入
っ
た
写
真
で
も
あ
り

ま
す
。
入
賞
を
機
会
に
道
写
協
に
も
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
を
始
め
る
前
は
、

家
と
職
場
と
時
々
映
画
館
に
寄
り
道
す
る
だ
け

の
毎
日
で
し
た
が
、
今
で
は
道
内
各
地
は
も
と

よ
り
、
全
国
の
写
友
と
も
交
流
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
人
生
を
変
え
て
頂
い
た
一
枚
で
す
。魔法の煌めき

─sunpillar─

会員展は面白い

　
会
場
に
は
会
員
16
名
が
写
真
道
展
入
賞
入
選
作

を
中
心
に
全
紙
大
45
点
を
展
示
。
期
間
中
に
は
解

説
と
鑑
賞
会
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催
。
い

つ
も
利
用
す
る
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
は
違
う

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
自
信
作
も
映
え
、「
会
員
展
は

面
白
い
」
と
今
後
の
開
催
に
も
期
待
を
寄
せ
あ
っ

て
い
た
。

室
蘭
支
部
記
念
展
を
開
催�
�

鳥
海
　
政
史

　
8
月
25
日
か
ら
9
月
13
日
ま
で
の
間
、
室
蘭
市

民
美
術
館
で
室
蘭
支
部
写
真
展
（
中
西
勉
支
部

長
）
が
開
催
さ
れ
た
。「
結
成
70
年
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
」
と
題
す
る
支
部
結
成
記
念
展
に
は
、
期
間

中
約
千
名
の
来
場
者
が
訪
れ
会
員
の
力
作
を
堪
能

し
た
。
20
日
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
開
催
を
実
現
し
た

企
画
者
の
室
蘭
支
部
鳥
海
政
史
事
務
局
長
は
、

「
市
教
委
主
催
を
折
衝
し
、
写
真
団
体
展
と
し
て

は
初
め
て
常
設
展
会
場
の
使
用
が
許
さ
れ
た
」
と

胸
を
張
る
。

第
72
回
写
真
道
展
日
程

・
第
1
回
実
行
委
員
会

�

２
０
２
４
年
9
月
9
日

・
写
真
道
展
作
品
募
集
要
項
（
全
国
公
募
）

�

発
送
11
月
6
日

・
写
真
道
展
応
募
受
付
期
間

�

２
０
２
５
年
2
月
1
日
～
2
月
10
日

・
作
品
整
理

�

2
月
17
日
～
2
月
21
日
（
19
日
は
除
く
）

審
査
準
備
（
作
品
・
備
品
）

�

2
月
28
日

・
第
72
回
写
真
道
展
審
査

�

3
月
1
日
～
3
月
2
日

・
入
賞
、
入
選
名
簿
点
検
、
成
績
通
知

�

3
月
4
日

・
第
72
回
写
真
道
展
作
品
集
編
集

�

3
月
～
4
月

・
選
外
作
品
返
却
作
業

�

3
月
下
旬

・
第
2
回
実
行
委
員
会

�

4
月
16
日

・
第
72
回
写
真
道
展
作
品
展
設
営

�

4
月
22
日

・
第
72
回
写
真
道
展
作
品
展

　

写
真
道
展
審
査
会
員
・
会
友
作
品
展

　

場
所　

札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
Ｆ

　
（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
東
6
丁
目
）

�

4
月
23
日
～
4
月
27
日

�

27
日
は
14
時
迄

・
第
72
回
写
真
道
展
表
彰
式

　

場
所　

札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
Ｆ

　
（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
東
6
丁
目
）

�

4
月
27
日
15
時
～

第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会

　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
」

　
奈
井
江
支
部　
田
澤
康
史
さ
ん

　
写
真
の
部
で
銅
賞
「
月
照
の
時
」

月
照
の
時
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釧　

路　
支
部
長　

石
川　

隆

▽
9
月
例
会
（
12
日　

互
選
審
査　

講
評　

高
橋
和
幸
審
査
会

員
）

①
水
野
敏
幸
②
佐
々
木
せ
つ
子
③
長
尾
芳
文
④
高
橋
米
子
⑤
秋

田
誠
⑥
山
口
良
雄
（
奨
励
賞
）
鈴
木
啓
司
郞

▽
11
月
例
会
（
14
日　

佐
藤
武
治
審
査
会
員
）

①
鈴
木
啓
司
郞
②
中
嶋
淳
一
③
高
橋
米
子
④
蝦
名
昇
⑤
佐
々
木

せ
つ
子
⑥
秋
田
誠

▽
秋
季
撮
影
会
（
11
月
14
日　

互
選
審
査　

講
評　

高
橋
和
幸

審
査
会
員
）

①
蝦
名
昇
②
石
川
隆
③
中
嶋
淳
一
④
高
橋
米
子
⑤
長
尾
芳
文
⑥

秋
田
誠

室　

蘭　
支
部
長　

中
西　

勉

▽
9
月
例
会
（
25
日　

鳥
海
政
史
会
友
選
考
）

①
西
村
志
げ
子
②
三
輪
博
・
吉
井
良
平
③
小
野
剛
・
三
輪
博
・

太
田
秀
樹

（
入
選
）
牛
田
博
克
・
太
田
秀
樹
2
点
・
宮
崎
慎
司
2
点
・
小

野
剛
・
尾
形
和
雄
・
西
村
志
げ
子
・
三
輪
博
・
吉
井
良
平

岩
見
沢　
支
部
長　

松
本
久
子

▽
8
月
例
会
（
17
日　

互
選
審
査
）

（
1
席
）
中
神
由
美
子
（
2
席
）
中
神
由
美
子
（
3
席
）
上
口

健
作
2
点
（
5
席
）
大
井
輝
美

▽
9
月
例
会
（
21
日　

互
選
審
査
）

（
1
席
）
上
口
健
作
（
2
席
）
中
神
由
美
子
（
3
席
）
上
口
健

作
・
岩
井
郁
美
（
5
席
）
大
井
輝
美

▽
10
月
例
会
（
19
日　

互
選
審
査
）

（
1
席
）
岡
内
孝
一
郎
（
2
席
）
中
神
由
美
子
（
3
席
）
岩
井

郁
美
・
岩
井
人
志
・
槇
野
紘
一
（
5
席
）
大
井
輝
美
2
点
・
上

口
健
作

余　

市　
支
部
長　

一
戸
弘
利

▽
10
月
例
会
（
19
日　

互
選
審
査
）

札　

幌　
支
部
長　

掛
村
一
憲

▽
9
月
例
会
（
20
日　

山
本
隆
晟
審
査
会
員
選
考
）

①
佐
々
木
眞
治
②
林
繁
造
③
吉
野
友
昭
④
北
村
庄
司
⑤
飯
高
光

紀
⑥
掛
村
一
憲
⑦
米
澤
三
千
代
⑧
板
垣
功
⑨
松
本
雅
彦
⑩
落
合

英
男

▽
10
月
例
会
（
18
日　

武
藤
省
吾
審
査
会
員
選
考
）

①
掛
村
一
憲
②
池
田
煕
子
③
林
繁
造
④
吉
野
友
昭
⑤
府
中
紀
一

⑥
佐
々
木
眞
治
⑦
阿
部
清
明
⑧
米
澤
三
千
代
⑨
落
合
英
男
⑩
板

垣
功

▽
11
月
例
会
（
15
日　

山
本
純
一
先
生
選
考
）

①
林
繁
造
②
吉
野
友
昭
③
飯
高
光
紀
④
池
田
煕
子
⑤
阿
部
清
明

⑥
落
合
英
男
⑦
掛
村
一
憲
⑧
板
垣
功
⑨
脇
田
健
司
⑩
松
本
雅
彦

恵　

庭　
支
部
長　

西
澤　

實

▽
9
月　

第
4
回
互
選
会
（
9
日
）

①
吉
村
剛
②
中
村
忠
司
③
佐
野
ミ
ヨ
③
中
岡
正
美
⑤
五
東
建
夫

⑤
神
能
俊
行
⑦
西
澤
實

▽
10
月　

第
2
回
月
例
（
13
日　

田
嶋
英
夫
特
別
講
師
選
考
）

①
服
部
健
治
②
佐
野
ミ
ヨ
③
五
東
建
夫
行
④
西
澤
實
⑤
吉
村
剛

⑥
中
村
忠
司
⑦
菅
原
恵
子

▽
11
月　

第
5
回
互
選
会
（
11
日
）

①
吉
村
登
美
子
②
吉
村
剛
③
佐
野
ミ
ヨ
③
中
岡
正
美
⑤
中
村
忠

司
⑥
西
澤
實
⑦
菅
原
恵
子

小　

樽　
支
部
長　

高
橋
俊
弘

▽
9
月
例
会
（
4
日　

川
原
静
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
根
本
辰
男
②
二
村
か
お
り
③
茅
根
君
子
④
津
田
博
子
⑤
一
條

周
一

▽
11
月
例
会
（
6
日　

増
田
輝
敏
審
査
会
員
選
考
）

①
二
村
か
お
り
②
茅
根
君
子
③
澤
田
博
子
④
一
条
周
一
⑤
根
本

辰
男

①
吉
田
金
治
・
石
岡
誠
三
2
点
②
後
藤
芳
江
2
点
・
石
岡
誠
三

③
・
後
藤
芳
江
2
点
・
吉
田
金
治

函　

館　
支
部
長　

松
山
浩
司

▽
9
月
例
会
（
25
日　

吉
江
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
小
池
貞
子
②
荒
木
憲
幸
③
小
池
貞
子

（
入
選
）
圡
田
多
江
子
3
点
・
渡
部
啓
二
2
点
・
朝
倉
俊
雄
2

点
・
梶
村
君
香
2
点
・
荒
木
憲
幸
2
点
・
圡
田
弘
志
・
阪
内
孝

二
・
松
本
光
隆
・
菊
池
幸
子
・
小
池
貞
子

▽
10
月
例
会
（
30
日　

吉
江
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
松
山
浩
司
②
圡
田
弘
志
・
小
池
貞
子
③
荒
木
憲
幸
・
渡
部
啓

二
・
ル
ー
ス
ベ
ン
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ピ
ー
タ
ー

（
入
選
）
圡
田
弘
志
2
点
・
松
本
光
隆
2
点
・
渡
部
啓
二
2

点
・
圡
田
多
江
子
2
点
・
ル
ー
ス
ベ
ン
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ピ
ー

タ
ー
2
点
・
朝
倉
俊
雄
・
荒
木
憲
幸
・
松
山
浩
司

▽
年
間
優
秀
作
品
（
吉
江
忍
審
査
会
員
選
考
）

（
大
賞
）
荒
木
憲
幸
（
準
大
賞
）
松
山
浩
司
（
審
査
員
賞
）
小

池
貞
子
・
渡
部
啓
二
・
ル
ー
ス
ベ
ン
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ピ
ー

タ
ー
・
圡
田
弘
志

旭　

川　
支
部
長　

吉
田
清
治
郎

▽
9
月
例
会
（
12
日　

阿
部
三
重
子
・
伊
藤
勝
利
審
査
会
員
選

考
考
）

（
特
選
）
①
添
田
裕
子
②
上
平
秀
美
③
岩
渕
隆
④
佐
藤
祐
子
⑤

山
根
則
久

（
入
選
）
臼
田
忠
雄
・
山
根
則
久
・
神
原
美
幸
2
点
・
吉
田
清

治
郎
2
点
・
池
永
靖
子
・
添
田
裕
子
・
森
田
正
義
・
佐
藤
祐
子

▽
10
月
例
会
（
10
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
岩
渕
隆
②
永
山
勝
弘
③
宮
崎
哲
夫
④
山
根
則
久
⑤

吉
田
清
治
郎

（
入
選
）
臼
田
忠
雄
3
点
・
添
田
裕
子
・
神
原
美
幸
・
山
根
則

久
2
点
・
宮
野
和
子
・
上
平
秀
美
2
点

▽
11
月
例
会
（
14
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
宮
野
和
子
②
松
原
由
美
子
③
佐
藤
祐
子
④
吉
田
清

治
郎
⑤
山
根
則
久

（
入
選
）
吉
田
清
治
郎
・
松
原
由
美
子
2
点
・
池
永
靖
子
2

点
・
臼
田
忠
夫
・
岩
渕
隆
・
山
根
則
久
2
点
・
宮
野
和
子

編
集
後
記

　

令
和
6
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

1
年
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
よ
き
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

�

（
久
留
嶋
・
掛
村
）

支
部
例
会
成
績

9月例会1位
「十

い ざ よ い

六夜とシロサギ」
カラー　佐々木眞治

11月例会1位
「晩秋の色彩（いろどり）」
カラー　鈴木敬司郎

10月例会1位
「一休み」

カラー　吉田金治

道
写
協
小
樽
支
部
２
０
２
４�

�

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

応
募
受
付
日　
9
月
7
日

表
彰
式　
10
月
2
日

道
写
協
小
樽
支
部
主
催
、
北
海
道
新
聞
小
樽
支
社

共
催
で
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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